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幕張豊砂駅前開発　　完成　 ３月日オープン
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　ＪＲ東日本グループによる幕張豊砂駅前開発が完成した。
ホテルメッツ初のプレミアブランドとして日に開業する
「ＪＲ東日本ホテルメッツ　プレミア　幕張豊砂」を中心に、
トレーラーハウスを利用したバーベキューテラス、鉄道運転

体験ハウスを配置。宿泊客だけでなく、沿線住民らにも楽し
んでもらい、幕張新都心エリアのさらなる活性化に貢献して
いく。建物の設計はＪＲ東日本建築設計、施工は東鉄工業が
担当した。

■工事名称：幕張豊砂駅前開発本体工事Ａ１・Ａ２
■工事場所：千葉市美浜区浜田２――３
■建　築　主：（Ａ１）ＪＲ東日本、（Ａ２）日本ホテル
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：階塔屋１階
■用　　途：ホテルその他
■設　　計：ＪＲ東日本建築設計
■施　　工：東鉄工業
■工　　期：（Ａ１）年９月９日～年３月日

（Ａ２）年９月日～年３月日
　　　　全　景　撮　影：イメージグラム　渡辺良太郎
　　　　その他写真：ＪＲ東日本建築設計（川澄・小林研二写真事務所）

　幕張豊砂駅前開発は、年３月に開業した京葉線新駅の
建設を契機にＪＲ東日本グループが駅・まち一体でお客さま
や沿線の皆さまとつながり、心豊かなくらしを実現する「Be
yond Stations構想」の一環として取り組んできた。ＪＲ東
日本マーケティング本部まちづくり部門開発戦略ユニットの
三上由美子チーフは、ホテルを中心とする今回の開発につい
て「宿泊するお客さまだけでなく、家族や友人で駅を訪れた
人たちにも楽しんでいただける構成としました」と話す。
　日に開業する「ＪＲ東日本ホテルメッツ　プレミア　幕張
豊砂」は、〝上質が息づく。〟をコンセプトとしたホテルメ
ッツ初のプレミアブランドとなる。ホテル運営を手掛ける日
本ホテルの清宮裕二支配人によると「空間からサービス、備
品、アメニティーにおいて今までのホテルメッツに一つ上の
上質をプラスしたプレミアタイムを体現したホテルを目指し
ました」という。
　駅前には珍しい人工芝生で整備した「とよすなうみかぜ広
場」を囲むように、ホテルのほか、トレーラーハウスを利用
したバーベキューテラス、鉄道運転体験ハウスを配置した。
これらを京葉線４駅を受託運営する千葉ステーションビルが
展開する。
　「バーベキューで家族団らんや友人同士の楽しい時間を過
ごしていただき、鉄道体験ハウスでは沿線にお住いの皆さま
に、より鉄道や駅を身近に感じてもらえるメニューを提供し
ていきます」。同社くらしづくり本部地域・沿線共創部の麻
喜ちひろチーフは、ＪＲ東日本グループとして展開する新た
な施設を通じた地域のにぎわい創出の一翼を担うことに意欲
を示す。
　グループ各社が共同で取り組む今回のプロジェクト。開業
から１年が経過した幕張豊砂駅前でのサービスを充実させる
ことで「幕張新都心エリアのさらなる活性化に貢献していき
たいと思います」。清宮支配人はホテル開業にあたり、そう
意気込みを語る。

（左から三上氏、清宮氏、麻喜氏）

ＪＲ東日本
三上　由美子氏

日本ホテル
清宮　裕二氏

千葉ステーションビル
麻喜　ちひろ氏

　本建物は海が近いことと広場を背負う駅前の開けた立地ということか
ら、圧迫感を軽減した軽やかなデザインを目指し、「UMIKAZE」を
全体のデザインコンセプトとした。風や緑、光を感じるような揺らぎと、
ホテルらしさも意識し画一性も残すファサードとした。

　幕張豊砂駅前の立地でありながらオープンスペースを設けているこ
と、時間開放の雨に濡れない歩行者ネットワークという公共的な空間
があることから、誰もが入りやすい自然に集まるような広場とした。駅
や駅前広場との舗装や動線・視線を連続させ、敷地周辺も含めて一体的
な賑わいの創出を目指し計画した。
　ホテル内装は広場の緑の香りや居心地も一緒に持ち込んだような、開
放的な海風を感じられるデザインとし、客室は東京湾からの風を肌に感
じながらテラスで日光浴をしているような空間としている。
　ホテル外装や歩行者ネットワークの上家は白基調とすることで、広場
の緑や海辺らしい空の青に映えるデザインとした。
　隣接している幕張豊砂駅や駅前ロータリーとも膜屋根と白基調で統一
され、一体的な街並みを形成することができた。

ＪＲ東日本建築設計　高野翔太


